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４
月
１
０
日
付
の
読
売
新
聞
首
都
圏
版
朝
刊
社
会
面
に
、こ
ん
な
読
者
投
稿

が
載
り
ま
し
た
。
「
『
ペ
ス
ト
』
１
５
万
部
増
刷 
喜
べ
な
い 

―

カ
ミ
ュ 

（
北
海
道
・
シ
ア
ン
）」。「
Ｕ
Ｓ
Ｏ
放
送
」
と
い
う
世
相
を
斬
る
名
物
コ
ー

ナ
ー
で
す
。 

こ
れ
だ
け
で
は
よ
く
分
か
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
実
は
前
日
の
９
日
、

同
紙
首
都
圏
版
朝
刊
社
会
面
に
前
段
と
も
い
う
べ
き
記
事
が
載
っ
て
い
ま

す
。「
カ
ミ
ュ
『
ペ
ス
ト
』
異
例
１
５
万
部
増
刷
」。
フ
ラ
ン
ス
の
ノ
ー
ベ
ル

賞
作
家
、
ア
ル
ベ
ー
ル
・
カ
ミ
ュ
の
代
表
作
の
１
つ
「
ペ
ス
ト
」
の
新
潮
文

庫
版
の
売
れ
行
き
が
、１
月
下
旬
か
ら
急
増
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
記
事

で
す
。
同
書
は
、
ペ
ス
ト
の
流
行
で
封
鎖
さ
れ
た
都
市
住
民
の
闘
い
を
描
い

た
も
の
。「
近
年
は
年
間
５
０
０
０
部
程
度
の
増
刷
だ
っ
た
が
、
今
年
は
２

月
中
旬
以
降
だ
け
で
７
回
に
わ
た
っ
て
計
１
５
万
部
超
を
増
刷
」
し
、「
８

日
に
累
計
発
行
部
数
が
１
０
４
万
部
に
達
し
た
」
そ
う
で
す
。 

言
う
ま
で
も
な
く
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
つ
い
て
何
か
の

ヒ
ン
ト
を
得
ら
れ
な
い
か
と
、
読
者
が
書
店
に
向
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
紀

伊
国
屋
書
店
新
宿
本
店
で
は
一
時
、店
の
文
庫
部
門
の
週
間
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

に
な
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
欧
米
各
国
で
も
売
れ
行
き
が
伸
び
て
い
ま
す
。 

本
が
売
れ
る
の
は
、
作
家
に
と
っ
て
も
出
版
社
に
と
っ
て
も
書
店
に
と
っ
て

も
本
来
は
う
れ
し
い
こ
と
。
し
か
し
泉
下
の
カ
ミ
ュ
は
「
喜
べ
な
い
」
に
違

い
な
い
。「
Ｕ
Ｓ
Ｏ
放
送
」
の
投
稿
者
は
、
そ
ん
な
複
雑
な
世
情
を
伝
え
て

い
ま
す
。 

 

 

瀬川裕司著「映画談義 ロマンチック・コメディ」 

平凡社新書 ２０２０年３月刊 

コロナウイルスの感染拡大で世界中が大変なこの時期に「コメディ」？ こう

した時期だからこそ、コメディで心を癒してもらいたい。そんな願いが込めら

れているかもしれない。ドイツ文化史の研究者、瀬川裕司がロマンチック・コ

メディについての一冊を、このほど書き下ろした。労作である。 

ロマンチック・コメディとは何か。アメリカ映画協会が２００８年に選んだ、

ロマンチック・コメディ史上ベスト１０のタイトルを見てみよう。 

①街の灯②アニー・ホール③或る夜の出来事④ローマの休日⑤フィラデルフィ

ア物語⑥恋人たちの予感⑦アダム氏とマダム⑧月の輝く夜に⑨ハロルドとモ

ード 少年は虹を渡る⑩めぐり逢えたら。 

つまりは「ロマンス・恋愛が重要な意味を 

持つ喜劇映画」という定義になるだろうか。 

瀬川は名作から知られざる佳作までを取り 

上げて、ロマンチック・コメディの歴史や、 

物語の構造などをじっくりと読み解いていく。 

内容はなかなか硬質なのだが、一部の映画 

ファンだけでなく、外出自粛の折のＤＶＤ 

鑑賞ガイドとして、多くの人に読んでもら 

いたい一冊だ。（Ｋ） 



 

 

 

 

 

「そのころ政府は『家族計画』という名称で産児制限政

策を展開していた。医学的な理由での妊娠中絶手術が

合法化されてすでに１０年が経過しており、女だというこ

とが医学的な理由ででもあるかのように、性の鑑別と女

児の堕胎が大っぴらに行われていた」 

韓国の女性作家、チョ・ナムジュが２０１６年に書いた小

説「８２年生まれ、キム・ジヨン」（邦訳は２０１８年１２月、

筑摩書房刊、斎藤真理子訳）を読んでいて、まず目に留

まるのは、こんな一節である。「そのころ」というのは遠

い昔のことではない。「１９８０年代はずっとそんな雰囲

気が続き、９０年代のはじめには性比のアンバランスが

頂点に達し、３番目以降の子供の出生比率は男児が女

児の２倍以上だった」と続く。わずか３０年前の韓国の話

なのである。 

そこで、キム・ジヨンの母親は、姉、妹（ジヨン）に続いて

懐妊した３人目の子供を自らの意志で堕胎してしまう。

エコー検査でまたもや女児だということが分かったから

だ。今度も女児だと医師から聞かされたとき、彼女は「も

しもよ、今おなかにいる子がまた娘だったら、あなたどう

する？」と夫に尋ねてみる。何をばかな、息子でも娘でも

大事に産んで育てるもんだろう、という言葉を期待して。

しかし夫は答える。「そんなこと言ってるとほんとにそうな

るぞ。縁起でもないことを言わないで、さっさと寝ろ」 

このあたりの描写はショッキングで、思わず息を飲むが、

この夫だけがひどい男というわけではない。韓国社会全

体の認識がそうだったのだ。数年後、彼女はまた子供を

授かる。「男だったその子は無事に生まれてくることがで

きた」。女、女と来て、ようやく生まれた男の子に、ジヨン

の家では家族を挙げて愛情を注ぐことになる。ジヨン自

身は弟ばかりが優先される現実に違和感を覚えている

のだが。 

こうした政策を続けて行った結果、韓国はどうなったか。

「１９９０年代になっても韓国は、非常に深刻な男女出生

比のアンバランスを抱えていた。キム・ジヨン氏が生まれ

た１９８２年には女児１００人あたり１０６．８人の男児が

生まれていたが、男児の比率がだんだん高くなり、１９９

０年には１１６．５人となった。自然な出生性比は１０３～

１０７人とされている」 

同じ世代でこれだけ男児の数が増えてくれば、当然、教

育にも影響が出てくる。当時は共学の中学があまりにも

少なく、たとえ共学でも男女は別のクラスに分かれ、男

子クラスの数が女子クラスの倍もできてしまう不均衡が

見られたという。そこで政府は垣根を取っ払って、何年

かの間に中学のほとんどを男女共学とする制度変更に

踏み切った。 

「８２年生まれ、キム・ジヨン」が描いているのは、韓国の

男女格差がこうして徐々に是正されていく過渡期の時代

の物語である。統計データが丹念に描き込まれている

から、韓国の現代史も同時に見えてきて、きわめて興味

深い。 

１９９５年にキム・ジヨンは中学に入学し、やがて高校に

進学する。２０世紀末のこの時期に韓国で起きたことは、

まず１９９７年のＩＭＦ危機。アジア通貨危機に直面した

韓国が国際通貨基金（ＩＭＦ）に経済主権を委ねた事件

で、国家の財政破綻が何とか回避される代わりに、社会

全体にリストラの嵐が吹き荒れた。大統領には金大中

（キム・デジュン）が就任。小説の中では、安定した公務

員であったキム・ジヨンの父親も、退職勧奨を受けて退

職することになる。 

１９９９年には「男女差別禁止及び救済に関する法律」

が制定された。２００１年には「女性家族部」がスタートし

たが、これは女性の地位向上、家族の健康福祉、多文

化家族の支援、児童・青少年の育成・福祉・保護などを

管轄する行政機関のことである。そう書くと、韓国の２０

世紀末から２１世紀初頭にかけては、男女格差が縮まっ

てきた時代であるかのように思われるが、小説の中では

こんな指摘がされている。 

「キム・ジヨン氏が（大学を）卒業した２００５年、ある就職

情報サイトで１００あまりの企業を対象に調査をした結果、

女性採用率比率は２９．６パーセントだった。たったそれ

だけの数値で、女性が追い風だと報道していたのであ

る」。さらにこう続く。「同じ年、大企業５０社の人事担当

者に行ったアンケートでは、『同じ条件なら男性の志願

者を選ぶ』と答えた人が４４パーセントであり、残り５６パ

ーセントは『男女を問わない』と答えたが、『女性を選ぶ』

と答えた人は１人もいなかった」。何のことはない、女性

が働く現場に格差は歴然とあったのだ。 

この後も小説の中では、女性勤労者の育児休暇取得率

や、女性管理職の比率の低さについて指摘される。勤

労者の賃金については、「大韓民国はＯＥＣＤ（経済協

力開発機構）加盟国の中で男女の賃金格差が最も大き

い国である」とまで書かれている。「２０１４年の統計によ

れば、男性の賃金を１００万ウォンとしたとき、ＯＥＣＤの

平均では女性の賃金は８４万４０００ウォンであり、韓国

の女性の賃金は６３万３０００ウォンだった」 

韓国は２００８年に戸主制度廃止を主たる内容とする改

正民法を施行している。戸籍というものがなくなり、一人

一人の登録簿だけになったが、まだ父親の姓を継ぐ者

がほとんどだという。母親の姓を継ぐと何か特別な事情

があると思われるからだ。 

「８２年生まれ、キム・ジヨン」は、男女格差に満ちた韓国

現代社会を生き抜いて来た１人の女性、キム・ジヨンが、

２０１５年秋に心身に変調を来たし、精神科のカウンセリ

ングを受けるところで終わっている。韓国では２０１６年

秋の刊行以来、１００万部を超える売れ行きを見せ、社

会現象になった。フェミニズム小説としては異例のベスト

セラーである。 

作者のチョ・ナムジュはもともと放送作家。１９８２年に出

生した女児の中で一番多い名前がキム・ジヨンだったこ

とから、本書のタイトルを決めたという。（こや） 

 


